
第
七
章
中
村
道
太
と
帳
合
の
法

中
村
道
太
の
経
歴
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明
治
五
年
十
二
月
、
中
村
道
太
が
丸
屋
商
社
に
入
社
し
た
。
福
沢
諭
吉
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
、
早
矢
仕
有
的
と
同
格
の
地
位
に
あ

っ
て
、
こ
れ
を
助
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
村
道
太
は
三
河
の
吉
田
（
豊
橋
）
藩
の
出
身
で
あ
る
。
父
は
哲
兵
術
と
い
い
、
藩
の
勘
定
方
で
あ
っ
た
ｏ
道
太
は
長
男
で
、
天
保

七
年
（
一
八
一
一
一
六
年
）
一
一
一
月
十
日
に
生
れ
た
。
有
的
よ
り
は
一
歳
の
年
長
で
あ
る
。
岩
田
豊
雄
（
獅
子
文
六
）
の
母
は
、
そ
の
姪
で
あ

り
、
ま
た
医
学
博
士
荻
野
久
作
は
そ
の
遠
縁
に
当
る
。
幼
な
い
時
か
ら
秀
才
で
あ
っ
て
、
殊
に
算
盤
に
優
れ
、
私
塾
を
開
い
て
教
授
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
父
が
勘
定
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
影
響
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
一
方
で
は
十
五
六
歳
の
頃
に
、
父

の
指
導
の
も
と
に
、
応
変
流
の
柔
術
の
免
許
を
取
っ
て
、
そ
の
師
範
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
文
武
両
道
に
長
じ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
嘉
永
・
安
政
以
後
周
囲
の
情
勢
が
漸
く
変
化
し
て
来
た
た
め
に
、
吉
田
付
近
の
農
村
に
出
か
け
て
、
部
落
の
若
者
た
ち
に
時

局
問
題
を
語
り
、
あ
る
時
は
洋
式
の
調
練
を
さ
え
行
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
当
時
の
藩
士
と
し
て
は
、
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
時
海
外
事
情
の
新
知
識
と
し
て
、
福
沢
諭
吉
の
名
声
は
、
ま
す
ま
す
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
慶
応
一
一
年
道
太
は
江
戸
詰
と
な
っ
て
、

東
下
す
る
と
、
築
地
の
鉄
砲
洲
の
奥
平
藩
の
長
屋
に
、
諭
吉
を
訪
問
し
た
。
境
遇
。
地
位
。
天
分
の
相
似
た
こ
の
二
人
は
、
そ
の
考
え
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と
こ
ろ
は
大
き
か
っ
た
。
明
治
元
年
伏
見
鳥
羽
の
役
の
後
、
官
軍
の
東
下
に
際
し
て
、
吉
田
藩
は
恭
順
の
意
を
表
し
て
、
一
部
隊
を
こ

れ
に
所
属
さ
せ
た
が
、
こ
の
場
合
も
道
太
等
の
意
見
が
力
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
明
治
二
年
の
版
籍
奉
還
に
当
っ
て
は
、
藩

債
の
問
題
に
つ
い
て
新
政
府
と
折
衝
し
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
破
格
に
藩
の
大
参
事
に
昇
任
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
明
治
四
年
に
は
、
諸
藩
は
廃
さ
れ
て
県
が
置
か
れ
た
。
藩
吏
と
し
て
の
道
太
の
仕
事
は
終
っ
た
。
し
か
し
道
太
は
な
お
旧
藩

の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
計
画
を
樹
て
た
。
こ
の
年
道
太
は
旧
藩
の
有
志
の
共
同
出
資
に
よ
り
、
旧
吉
田
城
一
一
の
丸
の
一
部
に
、
英
学

者
穂
積
清
軒
（
情
七
郎
、
寅
九
郎
の
兄
）
を
中
心
と
し
て
、
好
問
社
と
い
う
洋
学
の
塾
を
設
け
た
。
こ
れ
は
慶
応
義
塾
の
組
織
を
真
似

た
も
の
ら
し
く
、
そ
の
学
問
は
英
学
と
洋
算
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
塾
生
に
は
学
業
の
ほ
か
に
、
文
房
具
そ
の
他
の
日
用
品
の
販
売
を

担
当
さ
せ
て
、
商
業
の
訓
練
を
さ
せ
た
。
い
わ
ば
そ
れ
は
幼
稚
な
が
ら
後
の
商
業
学
校
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
女

子
教
育
に
も
注
目
し
て
、
好
問
社
に
付
属
す
る
女
子
教
育
所
を
設
立
し
た
。
東
京
で
東
京
女
学
校
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
翌
明
治
五
年

亀
湧
痢
０
Ｆ
》

Ｉ露騨

…
…卑

蕊

方
も
ま
た
一
致
し
た
。
二
人
は
一
見
し
て
旧
知
の
如
く
に
な
っ
た
。
い
わ
ば
こ

の
時
以
来
、
道
太
は
い
わ
ゆ
る
福
沢
山
脈
の
一
峯
と
な
っ
た
。
道
太
が
福
沢
か

太
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
福
沢
も
同
人
中
で
と

道

り
わ
け
道
太
の
人
物
を
推
称
し
た
よ
う
で
あ
る
。

村

幕
末
か
ら
維
新
の
動
乱
期
に
当
っ
て
、
道
太
は
江
戸
と
吉
田
と
の
間
を
、
し

中

ぱ
し
ば
往
来
し
た
。
当
時
は
各
藩
で
政
治
上
に
動
揺
が
甚
だ
し
か
つ
た
ば
か
り

で
な
く
、
経
済
上
に
も
困
難
が
多
か
っ
た
か
ら
、
道
太
の
俊
敏
な
手
腕
に
侯
つ

モ

騨
焔
’
畦
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と
が
あ
る
と
い
う
。

道
太
が
丸
屋
に
入
社
す
る
と
、
中
村
屋
の
営
業
は
、
竹
本
廉
治
と
松
下
鉄
三
郎
に
委
ね
ら
れ
た
。
二
人
は
い
ず
れ
も
豊
橋
で
道
太
が

藩
校
時
習
館
の
教
授
を
し
て
い
た
時
の
門
弟
で
あ
っ
て
、
廃
藩
の
後
道
太
を
頼
っ
て
上
京
し
た
も
の
で
あ
る
。
や
が
て
明
治
七
年
に
、

中
村
屋
は
丸
屋
に
合
併
し
た
の
で
、
竹
本
、
松
下
も
ま
た
丸
屋
に
入
社
し
た
。
竹
本
、
松
下
以
外
に
も
、
道
太
の
縁
故
に
よ
っ
て
、
丸

屋
に
入
社
し
た
者
は
、
そ
の
数
多
く
、
あ
る
時
期
に
は
、
丸
善
の
社
員
八
十
六
名
の
中
で
、
豊
橋
出
身
者
が
十
七
名
を
占
め
て
い
た
こ

さ
き
が

で
あ
る
か
ら
、
地
方
で
施
設
も
完
全
で
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
教
育
所
は
、
全
国
に
魁
け
た
計
画
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
穂
積
清
軒
は
、
明
治
七
年
に
残
し
た
の
で
、
好
問
社
そ
の
も
の
も
間
も
な
く
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
に
、
道
太
は
旧
藩
主
の
招
き
に
よ
っ
て
東
上
し
、
そ
の
家
政
の
整
理
に
当
っ
た
。
一
方
で
福
沢
と
の
関
係
は
一
層
親
密

と
な
っ
た
。
明
治
五
年
道
太
は
芝
の
日
蔭
町
に
住
居
を
柵
え
、
（
間
も
な
く
南
伝
馬
町
に
移
っ
た
）
こ
れ
を
洋
品
店
と
し
て
、
中
村
屋

と
号
し
た
。
こ
れ
は
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
俸
禄
の
収
入
を
失
な
っ
た
た
め
に
、
士
族
の
商
法
を
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
洋
品
店
を

営
な
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
早
矢
仕
有
的
と
同
じ
よ
う
に
、
福
沢
か
ら
の
示
唆
あ
る
い
は
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
や
が
て
道
太
が
丸
屋
に
入
社
し
て
、
有
的
と
並
ん
で
社
長
格
と
な
っ
た
の
も
、
や
は
り
福
沢
か
ら
両
者
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
指
示

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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道
太
が
丸
善
に
入
社
し
て
、
そ
の
経
営
に
当
る
と
、
そ
の
方
針
が
従
来
の
そ
れ
と
か
な
り
違
っ
て
い
た
の
で
、
山
口
広
江
、
斎
藤
豊

八
、
金
沢
廉
吉
ら
は
、
中
村
の
や
り
方
は
書
生
流
で
、
商
売
上
不
利
益
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
こ
れ
を
排
斥
す
る
動
き
が
起
っ
た
。
一

方
で
ま
た
角
堅
吉
、
小
野
正
弘
ら
の
よ
う
に
、
道
太
の
方
針
を
支
持
す
る
者
も
あ
っ
て
、
丸
善
の
営
業
は
、
一
一
派
に
分
れ
る
情
勢
と
な
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｢帳合之法」

二
「
帳
合
の
法
」
の
識
訳

明
治
六
年
六
月
に
、
福
沢
諭
吉
は
、
プ
ラ
ィ
ァ
ン
ト
及
び
ス
ト
ラ

ッ
ト
ン
の
共
著
の
商
業
簿
記
の
教
科
書
（
国
．
国
・
陣
冒
貝
陣
国
．
ロ
．

の
胃
鼻
９
画
’
○
○
日
目
○
国
の
目
○
○
］
園
○
○
戸
属
の
ｇ
旨
四
⑦
日
胃
四
○
旨
、

の
甘
唱
①
目
ロ
ｇ
ｏ
屋
匡
①
の
具
昌
．
ｚ
①
尋
昌
○
房
》
届
己
）
を
縦
訳
し
、

「
帳
合
の
法
」
と
題
し
て
、
慶
応
義
塾
出
版
局
か
ら
上
梓
し
た
。

原
著
者
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
カ
ナ
ダ
で
商
業
学
校
を
経
営
し

て
い
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
訳
書
は
実
に
日
本
に
於
け
る
簿
記
学
の

最
初
の
文
献
で
あ
る
。
福
沢
は
啓
蒙
を
志
し
た
人
で
あ
っ
た
か
ら
、

っ
た
。
福
沢
諭
吉
は
こ
れ
を
憂
慮
し
て
、
中
村
は
丸
善
に
不
利
益
を

招
く
よ
う
な
人
物
で
は
な
い
と
説
得
し
た
。
斎
藤
、
金
沢
は
そ
の
説

得
に
服
し
た
が
、
山
口
広
江
だ
け
は
、
こ
れ
を
聴
き
入
れ
ず
、
遂
に

退
社
す
る
に
至
っ
た
。
山
口
は
そ
の
後
郷
里
中
津
に
帰
っ
て
、
国
立

銀
行
を
創
立
し
、
そ
の
頭
取
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
実
業
家
と
し
て

な
か
な
か
見
る
べ
き
手
腕
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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１０１

そ
の
訳
文
も
平
易
を
旨
と
し
て
あ
る
。
例
文
の
商
店
名
な
ど
は
、
す
べ
て
日
本
流
の
山
城
屋
。
大
和
屋
。
河
内
屋
な
ど
と
し
て
あ
る
。

そ
の
中
に
第
四
式
の
帳
面
の
趣
向
と
し
て
、
明
治
六
年
の
日
記
帳
と
し
て
四
月
一
日
の
項
に

福
沢
屋
ト
丸
屋
ト
家
用
諸
道
具
ノ
商
売
ヲ
始
メ
、
今
日
ヨ
リ
社
ヲ
結
テ
コ
レ
ヲ
福
丸
商
社
卜
名
ケ
リ
福
沢
屋
ハ
従
来
ノ
商
売
元

手
卜
払
ロ
ト
ヲ
出
ダ
シ
、
丸
屋
ハ
右
同
様
ノ
高
ヲ
正
金
ニ
テ
出
ダ
シ
テ
商
社
ノ
元
入
ト
為
シ
、
其
取
極
ハ
約
条
書
ノ
通
リ
ナ
リ

と
あ
る
。
ま
た
五
月
一
日
の
条
に

福
沢
屋
丸
屋
ノ
両
人
、
今
日
島
屋
ヲ
其
組
合
一
一
加
入
セ
シ
メ
、
鳥
屋
ハ
前
ノ
両
人
卜
同
様
ノ
高
ヲ
元
入
シ
テ
、
損
徳
ヲ
共
ニ
ス

可
キ
旨
ヲ
約
条
セ
リ
。
故
一
一
福
丸
商
社
ノ
帳
面
ニ
ハ
其
商
売
ノ
元
手
ト
払
口
ト
ヲ
記
シ
、
且
ツ
コ
レ
マ
デ
福
丸
両
人
ノ
得
ダ
ル
正

味
ノ
利
潤
ヲ
（
其
本
人
ノ
貸
卜
為
シ
テ
、
最
初
ノ
元
入
ノ
高
一
一
合
シ
、
コ
レ
ヲ
此
度
新
社
中
ノ
元
高
ト
定
メ
リ
。
向
後
コ
ノ
商
社

ノ
名
ヲ
福
丸
及
上
社
中
卜
唱
フ
可
キ
ナ
リ
。

と
あ
る
。
そ
し
て
な
お
そ
の
取
引
商
店
の
名
と
し
て
、
中
村
屋
、
小
幡
屋
な
ど
慶
応
義
塾
関
係
者
の
名
を
冠
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い

る
の
は
、
頗
る
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

「
帳
合
の
法
」
の
雛
訳
が
福
沢
の
手
に
成
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
計
数
の
技
術
的
方
面
で
は
、
福
沢
に
理
解
の

困
難
な
点
も
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
原
稿
を
道
太
に
示
し
、
道
太
は
こ
れ
を
熟
読
し
て
訂
正
を
加
え
た
と
い
う
。

明
治
六
年
十
一
月
六
日
付
で
福
沢
諭
吉
が
、
当
時
滋
賀
県
県
令
で
あ
っ
た
松
田
道
之
か
ら
、
県
の
会
計
法
の
改
革
を
諮
問
さ
れ
た
の

に
対
し
て
、
こ
れ
に
答
え
た
書
簡
は
、
日
本
に
於
け
る
簿
記
学
の
創
業
に
関
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
先
達
は
御
手
紙
被
下
、
御
支
配
下
の
少
年
へ
帳
合
の
法
稽
古
云
左
の
義
拝
承
仕
候
。
私
方
に
て
も
未
だ
教
授
を
始
候
場
合
に
も



滋
賀
県
の
会
計
改
革
の
意
図
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
は
、
遺
憾
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
丸
善
の
東
京
店
が
、

三
丸
善
の
簿
記
講
習

１０２

至
兼
候
得
共
、
己
に
弊
社
内
出
版
局
に
て
は
其
法
を
採
用
致
居
候
義
に
付
、
御
相
談
御
見
習
労
御
出
入
の
義
は
不
苦
、
社
中
の
者

心
得
候
丈
は
可
申
上
様
御
話
致
し
候
義
に
御
座
候
。
右
の
義
に
付
一
事
申
上
候
。
私
に
一
友
人
あ
り
、
名
を
中
村
道
太
と
云
ふ
。

或
旧
藩
士
族
に
て
、
当
時
は
横
浜
の
丸
屋
社
中
に
入
り
、
商
売
を
業
と
な
し
、
弊
塾
出
版
局
に
も
関
係
あ
り
。
此
人
頗
る
帳
合
に

委
し
く
、
丸
屋
社
中
の
商
売
、
諸
店
合
し
て
一
年
十
万
両
よ
り
も
多
く
、
其
帳
合
の
法
全
く
西
洋
流
に
従
ひ
、
拙
訳
帳
合
の
法
に

拠
て
其
出
納
を
司
る
者
は
右
中
村
氏
一
名
な
り
。
若
し
も
此
度
御
本
県
の
会
計
法
御
改
革
に
も
相
成
候
は
菅
、
一
ヶ
月
計
り
同
人

を
御
頼
被
成
候
て
は
如
何
。
本
店
の
商
業
も
此
節
な
ら
ば
一
ヶ
月
位
は
此
人
な
く
し
て
可
な
り
。
固
よ
り
一
月
に
て
悉
皆
帳
面
の

改
革
は
出
来
申
間
敷
候
得
共
、
其
大
法
を
悟
り
帳
面
の
端
を
改
候
上
は
、
従
来
の
会
計
官
員
に
て
そ
の
端
を
続
く
事
は
容
易
な
る

べ
し
。
此
中
村
氏
は
私
の
親
友
に
て
、
其
人
物
を
詳
に
せ
り
。
決
し
て
銭
を
貧
る
人
物
に
あ
ら
ず
。
唯
其
の
学
び
得
た
る
所
を
実

地
に
施
行
せ
ん
と
欲
す
る
の
み
。
若
し
御
頼
相
成
候
は
ぜ
、
往
来
並
に
在
留
中
の
入
費
と
、
同
人
現
今
本
業
に
て
得
る
所
の
金
高

一
ケ
月
分
を
与
へ
て
可
な
り
。
決
し
て
莫
大
の
金
に
あ
ら
ず
。
思
召
御
座
候
は
ぐ
被
仰
下
度
、
日
本
国
中
一
ヶ
所
に
て
も
真
の
帳

合
法
を
用
ひ
度
、
私
の
素
願
に
御
座
候
。
（
以
下
略
）
」

こ
れ
に
福
沢
が
、
い
か
に
新
し
い
簿
記
法
を
普
及
す
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
と
共
に
、
彼
が
中
村
道
太
の
人
物
と

才
能
と
を
、
い
か
に
高
く
評
価
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
る
。



明
治
六
年
の
七
月
か
ら
、
店
内
で
新
し
い
記
帳
法
の
講
習
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
｝
）
の
時
配
付

さ
れ
た
広
告
の
引
札
は
、
幸
に
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

来
ル
七
月
上
旬
ヨ
リ
通
三
町
目
丸
屋
社
中
ノ
店
一
一
テ
稽
古
相
始
ム
・
最
モ
書
物
〈
慶
応
義
塾
出
版
、
翻
訳
書
ニ
テ
教
授
ス
ベ
シ
、

帳
合
稽
古
ノ
外
一
一
日
本
算
術
ト
種
女
ノ
翻
訳
書
ヲ
教
フ
ベ
シ
、
帳
合
ノ
稽
古
ハ
望
ミ
ニ
由
り
原
書
ニ
テ
モ
講
ス
ベ
キ
ナ
リ
。
此
稽

古
場
ヲ
開
キ
シ
主
意
ハ
、
天
下
ノ
人
二
西
洋
ノ
帳
合
法
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
為
ナ
レ
バ
、
帳
合
ノ
ミ
ヲ
稽
古
シ
テ
其
外
ノ
訳
書
算
術
ノ

教
授
ヲ
受
ケ
ザ
ル
ハ
勝
手
ナ
レ
ド
モ
、
訳
書
算
術

鋳
鱗
鶴
騨
識
癖
鱗
鱗
鱗
鱗
鱗
瞬
恥
簾
溌
票
諦
紗
耀
饗
蹴
蕊
唾
…
…
鋼
噌
哩
驚
畷
ノ
書
き
ノ
ミ
シ
テ
、
嘱
冬
コ
ヲ
学
べ
ず
し
人
へ
人
生

ノ
稽
古
ノ
ミ
シ
テ
、
帳
合
ヲ
学
パ
ザ
ル
人
ハ
入
社

ヲ
許
サ
ズ稽

古
ノ
時
間

帳
合
稽
古
午
前
八
時
ヨ
リ
九
時
半
迄

算
術
稽
古
同
九
時
半
ヨ
リ
十
時
半
迄

訳
書
講
義
同
十
時
半
ヨ
リ
十
一
時
迄

休
業
日
曜
日

稽
古
料

入
社
金
一
両

簿記講習会の引札

ｒｑｗＬｎ弐一･L守止･守IFq，■Ｆ-

嬢
譲
識
識
鱗
織
蕊
識
識
談
蕊
〆
謬
譲
漠
群
蕊
評
好
淡
謙
譲
譲
蕊
諌
鍛
：
数
灘
験
藤
月
謝
金
二
両
二
分
三
課
ノ
業
ヲ
受
ル
人
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同
二
両
帳
合
ノ
ミ
ヲ
受
ル
人

但
シ
月
謝
ハ
毎
月
一
日
一
一
納
ム
ペ
シ

稽
古
ヲ
為
シ
タ
キ
人
ハ
今
ヨ
リ
左
ノ
場
所
へ
姓
名
ヲ
投
シ
置
暑
ヘ
シ

明
治
六
年
六
月
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東
京
日
本
橋
通
り
三
町
目
丸
屋
善
七
店

こ
こ
に
雛
訳
書
と
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
帳
合
の
法
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
講
習
に
当
っ
た
者
が
中
村
道
太
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
が
な
い
。
た
だ
こ
の
講
習
が
、
ど
の
程
度
に
実
施
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
遺
憾
な
が
ら
明
ら
か
で
な
い
。

そ
も
そ
も
大
福
帳
式
記
帳
か
ら
、
西
洋
式
簿
記
へ
の
改
変
は
、
単
に
技
術
的
革
新
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
企
業
形
態
そ
の
も
の
の
大

き
い
変
革
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
明
治
五
年
に
、
国
立
銀
行
条
令
が
制
定
さ
れ
る
と
共
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
シ
ャ
ン
ド

（
缶
．
缶
．
の
冨
目
》
届
陰
ｌ
ｓ
ｇ
）
を
大
蔵
省
に
雇
い
入
れ
て
、
銀
行
簿
記
を
立
案
さ
せ
、
六
年
十
二
月
に
「
銀
行
簿
記
精
法
」
と
し
て

出
版
し
た
。
こ
れ
は
「
帳
合
の
法
」
の
刊
行
に
後
れ
る
こ
と
六
カ
月
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
シ
ャ
ン
ド
の
意
見
に
よ
っ
て
、
翌
年
四

月
に
大
蔵
省
紙
幣
寮
内
に
銀
行
学
局
を
設
け
て
、
関
係
書
籍
の
榊
訳
を
行
な
っ
た
（
明
治
九
年
廃
止
）
。
一
方
明
治
八
年
八
月
に
、
ア

メ
リ
カ
人
ホ
ィ
ッ
ト
ー
ー
ー
（
言
ｏ
言
寓
目
①
誤
岳
器
ｌ
儲
駕
）
は
、
森
有
礼
に
迎
え
ら
れ
て
来
朝
し
て
、
商
法
講
習
所
を
開
き
、
（
は

じ
め
銀
座
尾
張
町
一
一
丁
目
、
後
に
木
挽
町
に
移
る
）
商
業
教
育
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
が
現
在
の
一
橋
大
学
の
前
身
で
あ
る
。
そ
の
本
科

の
課
程
の
中
に
は
、
帳
合
の
法
が
あ
る
。
一
般
に
は
こ
れ
が
わ
が
国
に
お
け
る
簿
記
講
習
の
最
初
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
丸
善
が
こ

れ
に
先
立
っ
て
、
そ
の
前
六
年
に
、
西
洋
記
帳
の
法
の
講
習
を
は
じ
め
た
こ
と
は
、
日
本
の
商
業
教
育
上
特
筆
す
べ
き
事
実
で
あ
っ
て
、



中
村
道
太
が
早
矢
仕
有
的
と
並
ん
で
丸
屋
商
社
の
首
脳
地
位
に
あ
っ
た
の
は
、
ほ
ぼ
明
治
九
年
の
頃
ま
で
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
も
彼

は
他
の
事
業
、
特
に
金
融
事
業
に
奔
走
し
て
い
る
。
明
治
八
年
に
、
道
太
は
豊
橋
で
旧
藩
の
人
禽
と
共
に
、
朝
倉
屋
秋
金
所
を
設
け
た
。

豊
橋
で
最
初
の
銀
行
組
織
で
あ
る
。
明
治
九
年
に
は
六
六
社
と
い
う
金
融
機
関
を
設
け
た
。
更
に
明
治
十
年
に
は
、
豊
橋
付
近
の
財
産

家
か
ら
、
資
金
を
集
め
て
、
大
蔵
権
大
丞
中
村
清
行
の
援
助
を
得
て
、
第
八
国
立
銀
行
を
創
立
し
た
。
中
村
清
行
は
豊
橋
藩
出
身
で
あ

っ
て
、
福
沢
諭
吉
の
長
女
の
婿
貞
吉
の
養
父
で
あ
る
。
そ
の
頭
取
に
は
関
根
録
三
郎
（
痴
堂
）
が
、
支
配
人
に
は
岡
崎
出
身
の
稲
垣
真

郎
が
就
任
し
た
。
関
根
録
三
郎
は
明
治
六
年
に
、
稲
垣
真
郎
は
同
八
年
に
丸
屋
商
社
に
入
社
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
銀
行
の
業
務
は
、

道
太
が
在
京
の
こ
と
が
多
い
と
い
う
理
由
も
あ
っ
て
、
そ
の
成
績
が
挙
が
ら
ず
、
欠
損
が
続
き
、
関
根
も
稲
垣
も
一
年
ほ
ど
で
退
職
し
、

二
人
は
ま
た
丸
屋
商
社
に
出
戻
っ
た
。
な
お
第
八
国
立
銀
行
は
、
明
治
十
九
年
に
な
っ
て
、
名
古
屋
の
国
立
第
三
十
四
銀
行
に
合
併
さ

四
中
村
道
太
の
失
脚
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丸
善
が
、
い
か
に
新
し
い
技
術
の
導
入
と
伝
達
の
た
め
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
を
示
す
、
最
も
よ
い
例
証
で
あ
る
。

な
お
「
帳
合
の
法
」
以
後
に
各
種
の
簿
記
術
に
関
す
る
も
の
が
訳
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ず
○
○
］
【
‐
雨
ｇ
旨
い
に
対
す
る
訳
語
は

一
定
せ
ず
、
主
簿
術
あ
る
い
は
記
簿
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
慣
用
さ
れ
て
い
る
簿
記
の
字
面
は
、
先
に
記
し

た
シ
ャ
ン
ド
の
「
銀
行
簿
記
精
法
」
が
、
最
初
ら
し
い
。
簿
記
と
い
う
言
葉
は
、
ｇ
ｏ
丙
‐
］
８
ｇ
言
い
の
音
を
略
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
説
が
あ
る
が
、
以
上
の
経
緯
か
ら
す
る
と
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
な
お
明
治
初
期
の
簿
記
学
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
西
川
孝
治
郎
氏

の
「
日
本
簿
記
史
談
」
に
精
細
な
考
証
が
あ
る
。



れ
て
い
る
。
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中
村
道
太
の
活
動
は
、
そ
の
以
後
も
す
こ
ぶ
る
多
方
面
に
行
な
わ
れ
た
。
明
治
十
一
年
に
は
郡
制
が
施
行
さ
れ
た
が
、
道
太
の
人
物

あ
つ
承

と
手
腕
を
熟
知
し
て
い
た
豊
橋
の
人
女
は
、
彼
に
渥
美
郡
長
に
就
任
す
る
こ
と
を
懇
切
室
し
た
。
道
太
も
こ
れ
を
承
諾
し
た
た
め
に
、
そ

の
年
十
二
月
に
、
郡
長
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
在
任
の
期
間
は
ほ
ぼ
一
か
年
に
近
い
。
郡
長
時
代
の
治
績
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
豊
橋

で
は
じ
め
て
洋
品
店
を
開
か
せ
、
舶
来
の
洋
酒
。
煙
草
な
ど
を
販
売
さ
せ
た
と
い
う
の
は
、
彼
の
そ
れ
ま
で
の
経
歴
と
趣
味
の
致
す
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
向
島
の
百
花
園
に
倣
っ
て
、
豊
川
の
岸
の
旧
城
祉
に
隣
っ
た
地
域
に
、
同
名
の
花
壇
を
営
ん
だ
。
い
ま
は
た
だ

そ
の
土
地
に
百
花
園
と
い
う
地
名
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

し
か
し
道
太
の
最
も
大
き
い
活
動
は
、
横
浜
正
金
銀
行
の
創
立
で
あ
る
。
明
治
十
年
に
西
南
戦
争
が
勃
発
し
た
。
政
府
は
全
力
を
挙

げ
て
こ
れ
を
鎮
定
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
四
千
万
円
を
超
え
る
不
換
紙
幣
が
発
行
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
進
行

し
た
。
銀
貨
と
紙
幣
と
の
開
き
は
六
九
％
に
及
び
、
米
価
は
一
一
倍
に
騰
貴
し
、
貿
易
は
低
調
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
明
治
十
一
一
年
の
頃
か

ら
参
議
大
隈
重
信
と
福
沢
諭
吉
と
の
間
に
は
、
正
貨
問
題
と
そ
の
対
策
が
協
議
せ
ら
れ
、
特
殊
銀
行
を
設
立
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
任
に
当
る
べ
き
者
と
し
て
は
、
道
太
と
小
泉
信
吉
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
福
沢
か
ら
大
隈
に
宛
て
た
明
治
十
一
一
年
十
月
五
日

付
の
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）
差
に
一
人
あ
り
、
名
を
中
村
道
太
と
い
ふ
。
此
人
は
旧
豊
橋
藩
会
計
、
頗
る
地
方
の
名
望
を
得
て
、
既
に
豊
橋
の
銀
行

い
よ
い
よ

も
同
人
の
起
立
、
老
生
は
多
年
懇
意
致
し
、
極
て
催
な
る
人
物
に
付
、
実
は
此
度
の
一
条
も
弥
以
御
着
手
相
成
候
に
は
、
学
者

の
外
に
実
地
熟
練
の
入
な
か
る
ぺ
か
ら
ず
。
則
ち
此
任
に
当
る
者
は
中
村
道
太
な
ら
ん
と
存
じ
、
少
し
く
秘
事
も
洩
し
候
処
、
同
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人
に
も
大
に
説
あ
り
（
中
略
）
何
は
扱
置
、
此
中
村
え
は
一
度
御
逢
相
成
候
て
も
随
分
面
白
か
る
べ
き
と
存
じ
、
為
に
一
書
を
認

め
同
人
え
相
渡
候
間
、
罷
出
候
は
ぐ
御
都
合
次
第
御
逢
奉
願
候
（
後
略
）

こ
れ
に
よ
っ
て
福
沢
が
、
い
か
に
道
太
を
推
重
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

明
治
十
三
年
二
月
、
政
府
と
民
間
と
の
出
資
合
せ
て
三
百
万
円
で
、
横
浜
正
金
銀
行
は
発
足
し
た
。
中
村
道
太
は
頭
取
に
、
小
泉
信

吉
は
副
頭
取
に
就
任
し
た
。
小
泉
信
吉
は
慶
応
義
塾
塾
長
小
泉
信
一
一
一
博
士
の
父
で
あ
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）
和
歌
山
に
生
れ
、

十
八
歳
の
時
に
福
沢
の
門
に
入
り
、
明
治
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
十
一
年
に
帰
朝
し
、
当
時
の
新
知
識
中
の
俊
秀
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
起
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
沢
の
構
想
は
、
こ
こ
に
ま
た
そ
の
一
つ
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
中
村
道
太
と
小
泉
信
吉
の
正
金
銀
行
経
営
は
、
意
外
の
事
情
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
。
明
治
十
四
年
十
月
に
は
、
北
海
道
開
拓

使
の
官
有
物
払
下
事
件
を
契
機
と
し
て
、
薩
長
の
藩
閥
に
よ
っ
て
有
名
な
政
変
が
実
行
さ
れ
た
。
明
治
天
皇
の
東
北
巡
幸
に
随
行
し
た

大
隈
重
信
は
、
帰
京
す
る
や
直
ち
に
参
議
を
免
ぜ
ら
れ
、
そ
の
党
与
と
看
倣
さ
れ
た
人
々
は
、
す
べ
て
要
路
か
ら
逐
わ
れ
た
。
河
野
敏

鎌
、
前
島
密
、
矢
野
文
雄
、
小
野
梓
、
犬
養
毅
、
尾
崎
行
雄
、
中
上
川
彦
次
郎
、
中
野
武
営
、
島
田
三
郎
な
ど
は
、
そ
の
録
左
た
る
も

の
で
あ
る
。
大
隈
の
後
を
承
け
て
大
蔵
卿
と
な
っ
た
佐
野
常
民
も
、
松
方
正
義
と
更
迭
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
が
、
政
府
と
密
接
な

関
係
を
持
つ
正
金
銀
行
に
、
影
響
を
及
ぼ
さ
ぬ
わ
け
は
な
い
。
当
時
内
外
の
商
況
の
激
変
に
よ
っ
て
、
取
引
先
の
倒
産
が
続
出
し
、
正

金
銀
行
は
、
多
額
の
貸
付
金
が
焦
付
い
て
、
業
績
が
悪
化
し
て
い
た
。
松
方
大
蔵
卿
は
こ
れ
を
理
由
と
し
て
、
正
金
銀
行
の
改
革
を
示

唆
し
た
。
そ
の
た
め
に
道
太
は
引
責
辞
職
を
決
意
し
、
当
然
そ
の
後
任
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
小
泉
信
吉
も
、
ま
た
こ
れ
と
進
退
を
共

に
し
た
。
道
太
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
遺
憾
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。



じ
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
・

は
一
大
恐
慌
が
襲
っ
た
。

当
時
「
東
京
経
済
雑
誌
」
を
主
宰
し
て
い
た
田
口
卯
吉
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

つ
ら
つ
ら

「
蓋
し
氏
〔
中
村
〕
は
任
侠
の
性
質
に
害
田
み
、
且
つ
剛
勇
の
胆
に
富
め
る
人
な
り
、
熟
々
其
の
友
人
旧
故
の
不
幸
若
く
は
窮
拒
に

際
し
て
力
を
致
す
を
見
る
に
、
実
に
人
を
し
て
敬
服
せ
し
む
る
者
少
な
か
ら
ざ
る
な
り
。
（
中
略
）
蓋
し
一
諾
を
重
ん
じ
信
義
を

貴
び
褒
雁
利
害
の
為
に
屈
せ
ざ
る
の
剛
気
は
、
余
輩
今
日
斯
人
に
於
て
見
る
な
り
、
去
れ
ば
今
日
此
人
此
の
如
き
大
損
を
蒙
む
る

に
致
る
も
、
決
し
て
騎
倣
箸
移
の
結
果
に
あ
ら
ず
。
亦
た
拝
金
者
流
の
失
敗
し
た
る
に
比
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
、
余
輩
の
十
分

に
保
証
す
る
所
な
り
」
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道
太
は
正
金
銀
行
を
退
い
た
が
、
そ
の
持
株
を
処
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
額
の
資
金
を
手
に
入
れ
た
。
彼
は
こ
の
資
金
に
よ
っ

て
、
米
商
会
所
（
東
京
米
穀
取
引
所
）
の
株
を
手
に
入
れ
、
明
治
一
一
十
一
年
に
は
、
そ
の
頭
取
と
な
り
、
経
済
界
の
重
鎮
と
し
て
活
躍

し
た
。
し
か
し
久
し
か
ら
ず
し
て
、
こ
こ
に
も
ま
た
嵯
朕
の
運
命
が
道
太
を
襲
っ
た
。
明
治
一
一
十
四
年
に
松
方
内
閣
が
成
立
し
た
が
、

米
商
会
所
の
会
計
上
の
処
理
に
つ
い
て
疑
惑
が
起
り
、
六
月
監
督
官
庁
で
あ
る
農
商
務
省
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
が
、
仲
買
人
か
ら
預
っ

た
証
拠
金
を
、
他
に
流
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
こ
に
道
太
は
公
金
費
消
の
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
し
か

に
、
そ
の
よ
う
な
事
実
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
つ
に
は
道
太
が
、
な
お
正
金
銀
行
の
経
営
に
介
入
し
、
一
一
十
四
年
の
株
主
総
会
で
、

銀
行
側
原
案
を
否
決
さ
せ
た
よ
う
な
こ
と
が
、
政
府
か
ら
強
く
忌
ま
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
事
件
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
米
商
会
所
は
営
業
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
、
第
六
銀
行
も
ま
た
準
備
金
消
費
の
た
め
に
、
同

じ
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
波
動
は
更
に
広
が
っ
て
、
第
四
十
一
一
一
銀
行
、
第
百
十
五
銀
行
な
ど
も
、
相
つ
い
で
倒
産
し
、
金
融
界
に



，
と
い
動
フ
Ｃ
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道
太
は
未
決
監
に
収
容
さ
れ
て
も
、
終
日
端
座
し
て
、
少
し
も
愁
苦
の
色
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
慰
問
す
る
た
め
に
面
会
に
赴
い
た

そ
の
子
（
道
太
に
は
二
男
一
女
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
二
男
は
い
ず
れ
も
他
家
を
嗣
い
だ
）
に
対
し
て
、
近
来
無
卯
の
た
め
に
、

将
棋
の
詰
手
を
考
え
出
し
た
と
い
っ
て
、
そ
の
手
順
を
詳
し
く
説
明
し
た
。
そ
の
子
も
父
の
意
気
の
衰
え
な
い
の
を
喜
ん
で
、
他
の
事

を
語
ら
な
い
で
辞
し
た
と
い
う
。
こ
の
逸
話
か
ら
す
る
と
、
道
太
は
、
将
棋
に
相
当
の
造
詣
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
道
太
が
委
託
金
を
費
消
し
た
事
実
は
争
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
道
太
は
、
私
財
全
部
を
提
供
し
て
、
整
理
委
員
に
委
託
し

た
。
そ
し
て
な
お
更
に
再
起
を
図
り
、
福
沢
を
通
じ
て
三
井
銀
行
の
専
務
理
事
で
あ
っ
た
中
上
川
彦
次
郎
の
援
助
を
乞
う
た
。
し
か
し

う
べ

中
上
川
は
一
二
井
の
立
場
か
ら
、
容
易
に
こ
れ
を
肯
な
わ
ず
、
福
沢
も
ま
た
こ
れ
を
強
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、
道
太
が
直
接
に
中
上

川
に
依
頼
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
道
太
の
期
待
は
、
全
く
裏
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
情
は
明
治
二
十
五
年
七
月
二
十
一
一
日
付
で
、

福
沢
か
ら
道
太
に
与
え
た
書
簡
に
よ
く
物
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
中
上
川
の
言
葉
と
し
て
、

斯
る
場
合
に
は
三
井
に
お
ゐ
て
斯
く
せ
ざ
る
可
ら
ず
と
中
心
に
了
解
す
る
上
は
、
如
何
な
る
求
に
も
応
じ
可
申
、
唯
今
日
の
処

に
て
は
其
の
理
由
も
見
え
ず
、
又
其
の
証
拠
も
な
し
、
云
は
ご
三
井
は
大
富
豪
な
る
ゆ
ゑ
に
道
理
の
外
に
も
金
を
出
せ
と
云
ふ
も

の
ｋ
如
し
、
さ
り
と
は
彦
次
郎
の
断
じ
〔
て
〕
聴
か
ざ
る
所
な
り
、
富
者
の
金
も
貧
者
の
金
も
其
の
貴
き
は
一
な
り
、
理
外
に
は

一
銭
金
を
も
賛
す
べ
か
ら
ず

と
あ
る
の
は
、
い
か
に
も
中
上
川
の
性
格
を
よ
く
現
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
道
太
と
福
沢
と
の
久
し
い
関
係
も
、
全
く
絶

え
た
。
後
年
道
太
が
東
京
に
在
住
し
た
時
も
、
大
隈
の
も
と
に
は
赴
い
た
が
、
福
沢
の
も
と
に
は
、
つ
い
に
赴
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た



あ
げ
ま
ぎ

お
劃
も
ふ
事
み
な
わ
す
ら
え
て
総
角
の

む
か
し
に
似
た
る
春
の
は
っ
風

新
ら
し
く
年
た
つ
今
朝
の
は
っ
夢
に

よ
し
野
の
花
の
お
も
か
け
に
た
つ

や
が
て
年
を
経
て
、
大
正
九
年
に
横
浜
正
金
銀
行
が
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
道
太
の
功
労
に
報
い
る
た
め
に
、
一
万
円
を
贈

っ
た
の
は
、
当
然
で
あ
っ
た
が
、
道
太
は
そ
の
翌
年
青
山
の
寓
居
に
残
し
た
。
八
十
六
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
。

道
太
は
前
後
両
妻
が
あ
っ
た
が
、
後
妻
の
富
子
は
道
太
の
死
後
有
楽
流
の
家
元
を
継
ぎ
、
小
柴
庵
宗
美
と
名
乗
っ
た
。
太
平
洋
戦
争

元
旦

１１０



1１１

中
愛
知
県
鳴
海
に
疎
開
し
、
そ
の
地
に
終
っ
た
。
現
在
の
二
代
目
宗
美
は
、
そ
の
姪
で
あ
る
。




